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人は星のかけらでできている。しかし「生命の材料」は宇宙でどう誕生したか？ 

 Forbes JAPAN 編集部 

                   

提供：南阿蘇ルナ天文台 全ての画像を見る 

熊本県阿蘇くじゅう国立公園にある宿泊体験型の公開天文台「南阿蘇ルナ天文台」は、国際的に広まりつつあ

る社会的処方の観点から天文体験が心身に与える影響を調査研究し、ウェルビーイングに資する体験型プログ

ラムの構築、専門人材の育成、オンラインにも拡張した次世代型公開天文台の開発に力を入れる。 

同天文台の次世代型天文台開発ディレクターである宇宙物理学者の長井知幸博士に、以下、ご寄稿いただいた。 

はじめに：私たちの体の材料はどこから来たのか 

「私たちは皆、星のかけらでできている」……の言葉は、ロマンチックな詩ではなく、れっきとした科学的事

実です。私たちの体を構成する主な元素、たとえば酸素、炭素、水素、窒素、カルシウム、リンなどはすべて

宇宙の中で生まれたものです。でも、それらの元素は、いつ、どこで、どのようにして作られたのでしょうか？ 

ここでは未知の物質ダークマターなどは議論せず「通常の物質（バリオン系と呼ばれたりします）」に注目して

お話を進めてみます。 

宇宙のはじまりと最初の材料 

私達の住むこの宇宙は、約 138 億年前にビッグバンによって始まりました、というのが 2025 年現在でも有力

な説とされています。ご存知かもしれませんが、科学的な理論上の話というだけではなく、様々な観測結果が

この説を裏付けています。その一つの例に「ビッグバン元素合成」という現象があります。これは、ビッグバ

ンが実際起こった場合、その最初の数分間の間に生み出された元素の比率が理論的に予測されているのですが、

その予想値と実際の観測が高い精度で合っていることが分かっています。この時にできたのは、主に水素（約

75%）とヘリウム（約 25%）、そしてごくわずかなリチウムや重水素といった軽い元素たちです。中学や高校

で習う元素の周期表の最初の 2 つ及び 3 つ目ですね、というとなんとなく思い出す方も多いのではないでしょ

うか。この宇宙の最初の段階では、酸素も炭素も鉄も存在していませんでした。原始宇宙は、非常にシンプル

な軽い元素だけで構成されていたのです。そしてこのような宇宙では生物はおろか、地球のような惑星も存在

することができません。では現在の宇宙ではどのような元素の構成になっているのでしょうか？ 

現在の宇宙に存在している物質の内訳（バリオン系に限る） 

宇宙に存在する通常の物質のほとんどは、依然として水素とヘリウムです。元素の質量割合で見ると、現在で

も 

・水素：約 74% 

・ヘリウム：約 24% 

・酸素、炭素、鉄などの重元素：合わせて約 2% 

となっています。この「たった 2%」の重元素が、私たちの体や惑星、大気、生命活動すべてを主役として形づ

くっています。つまり、私たちは宇宙の中でも非常に特殊な存在だと言えます。 

では、ビッグバンの時にはほぼ存在しなかったこれらの重たい元素はどこからやってきたのでしょうか？ 

その 2%はどこから来たのか？ 

(1) 恒星内部の「元素の工場」 

星（ここでは厳密に恒星のことですが）の内部では、数千万〜数億度という高温高圧の環境で、核融合反応が

起きています。これがまさに星がまばゆく輝いている理由でもあります。よく「太陽のような恒星は自分で燃
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えて光っている」といったような表現を聞きますが「燃えている」と言っても焚き火のような「燃焼」ではな

くて「核融合」の反応によって熱と光が作り出されているのです。たとえば、太陽のような恒星は最初、ほと

んどが水素でできています。その水素から核融合反応を通してヘリウムが作られ、さらに進化した恒星ではヘ

リウムから炭素や酸素、ネオンといった元素が合成されます。太陽よりももっと重たい星の内部では、マグネ

シウムやケイ素、そして鉄も合成されます。星が一生を終えるとき、その内部で作られた元素が宇宙空間にま

き散らされます。これが様々な重たい元素の供給源なのですね。 

(2) 超新星爆発という「宇宙の大釜」 

鉄より重い元素、たとえば金、ウランといった元素は、恒星の内部では作られません。これらは、大質量を持

った星が一生を終えるときに起こす「超新星爆発」のような極端な環境のなかで初めて生成されます。 

また、さらに重い元素は、中性子星同士の合体（キロノヴァ）など、宇宙で最も激しい部類の現象の中で誕生

したと考えられています。キロノヴァによって大量の金や白金など特に重たい元素たちが生成されると考えら

れています。ちなみにキロノヴァの人類初の観測例は 2013 年のことで、比較的最近のことなんですね。これ

はガンマ線バーストの観測によって見つかりました。その後もガンマ線バーストを通していくつか観測されて

います。また重力波の観測を通してもキロノヴァが観測されています。このあたりのお話はまた別の機会に触

れたいと思います。このように私達の体や地球、ひいては太陽系を支えている元素たちは長い宇宙の進化の中

で生成されてきたのですね。 

次ページ ＞「私たちは星の子ども」の意味とは─ 

5. あなたの中には星のかけらがある 

酸素も、カルシウムも、鉄も、すべてはかつて星の中で作られ、宇宙空間に放出され、偶然にも地球という星

に集まり、そして生命をつくりました。私たちが深呼吸するたび、心臓が鼓動するたび、それはかつて宇宙で

輝いていた星の遺産が働いているといえます。 だからこそ—— 「私たちは皆、星の子どもたち」。 

私達は宇宙の中で作られ、生かされているんですね。この事実を知ることは、自分や地球の存在を考える意外

な第一歩であり、科学に興味を抱く素晴らしいきっかけであり、そして同時に宇宙とのつながりを感じる感動

の入り口でもあるのではないでしょうか。さて、今回は私達や地球などを形作る「材料」のお話でした。次は

私達が生活できている「環境」についてお話したいと思います。 

  

 取材者名（interviewer） 

おうし座の M1、通称「かに星雲」は、おうし座にある超新星残骸。西暦 1054 年に地球から観測された超新星

爆発（SN 1054）の名残です。距離は約 6500 光年。爆発時は昼間でも明るく見えていたそうです。これは複数

の文化圏で記録されていて人類史に記録された数少ない超新星のひとつであり、観測日を日単位で特定できる

非常に稀な天体です。この爆発の残骸である M1 は、現在も拡大中で、中心には高速回転する中性子星「かに

パルサー」が存在しています（画像は南阿蘇ルナ天文台で撮影されたもの）。 

 

 「創造の柱（Pillars of Creation）」は、おうし座の M1（かに星雲）とは対照的に、“これから星が生まれる場

所”として知られています。場所はへび座にある M16 わし星雲の中、地球から約 5700 光年の距離にあります。

この柱のような構造は、冷たい水素ガスと塵でできた巨大な分子雲の一部で、宇宙空間にそびえ立つ 3本の“柱”

として、ハッブル宇宙望遠鏡の写真で一躍有名になりました。柱の内部には、高密度の領域があり、そこでは

重力の作用でガスが集まり、原始星へと進化しています。これらの原始星は、やがて核融合を始め、自ら光り

始めることで、新たな恒星となります（画像は南阿蘇ルナ天文台で撮影されたもの）。 
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 長井知幸（ながい・ともゆき）◎宇宙物理学者。大学、大学院とアメリカで高エネルギー宇宙物理関連

の教育を受け、物理学 Ph.D.を取得。ハーバード・スミソニアン天体物理学センターが主導する国際的コラボ

レーション、ガンマ線望遠鏡の天文台建設と運用に参加する。完成後はアリゾナ州の荒野で巨大な望遠鏡郡を

操作し、ブラックホール、活動銀河中心、スターバースト銀河などを観測、宇宙における高エネルギー現象を

研究。20 年間のアメリカ生活後は九州大学で再生可能エネルギーなどの研究に参加。現在は熊本県阿蘇郡にあ

る公開天文台「南阿蘇ルナ天文台」次世代型天文台開発ディレクター（写真は南阿蘇ルナ天文台に併設される

ホテルのレストランで）。 

南阿蘇ルナ天文台から見た田んぼと天の川 

南阿蘇ルナ天文台：熊本県阿蘇くじゅう国立公園にある宿泊体験型の公開天文台。国際的に広まりつつある社

会的処方の観点から天文体験が心身に与える影響を調査研究し、ウェルビーイングに資する体験型プログラム

の構築、専門人材の育成、オンラインにも拡張した次世代型公開天文台の開発に力を入れる。 文＝長井知幸 

 

https://wired.jp/article/discovery-of-ultramassive-black-hole-in-cosmic-horseshoe/ 2025.08.13 

太陽の 360 億倍の質量！ 史上最大級の超巨大ブラックホールが発見される 

観測史上最大級のブラックホールが、地球から 50 億光年離れた遠方の銀河で発見された。その質量は、何と

太陽の 360 億倍。銀河の成長とブラックホールの進化の関係を読み解く新たな鍵となるかもしれない。 

  

Photograph: NASA/ESA 

コズミック・ホースシューの別の画像。枠内にあるのが、アインシュタイン・リングの光源となっている別の

銀河。中央の銀河の存在が今回の発見を可能にしたという。 

 Photograph: NASA/ESA/Tian Li(University of Portsmouth) 
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宇宙に存在するすべての銀河の中心には、太陽の何百万倍から何十億倍の質量をもつ「超大質量ブラックホー

ル」が存在すると考えられている。銀河のサイズによっては太陽の数百億倍の規模になるとされるが、地球か

ら遠すぎて暗いことから直接観測することは極めて難しい。どうやってそこまで成長したのか、宇宙にどれほ

どの数が存在するのか。多くの情報が謎に包まれている。 

その答えを探すための手がかりが、地球から 50 億光年の彼方に広がる奇妙な銀河「コズミック・ホースシュ

ー（宇宙の馬蹄）」で見つかった。コズミック・ホースシューは観測史上最大の銀河のひとつで、その大きさの

あまり強い重力場で周囲の時空をゆがめている。背後にある別の銀河の光が曲がって見える「重力レンズ効果」

によって、アインシュタイン・リングと呼ばれる蹄鉄のような像をつくり出していることから、その名で呼ば

れるようになった。このコズミック・ホースシューを新たな手法で詳細に解析した英国やブラジルの天文学者

による国際研究チームが、その中心部に太陽の約 360 億倍もの質量をもつ超巨大ブラックホールをこのほど発

見した。これは既知のブラックホールのなかでも最大級であり、銀河の成長とブラックホールの進化の関係に

ついて再考を迫るスケールだという。「これまでに発見されたブラックホールのなかでもトップクラスの質量

です」と、ポーツマス大学教授で宇宙論が専門のトーマス・コレットは説明する。「ブラックホールの質量推定

は間接的で正確さに欠けることが多いですが、今回の手法によってはるかに確かな見積もりを得られました」 

星々の運動が語る質量 

コレットらの研究チームは、ハッブル宇宙望遠鏡の高解像度画像から重力レンズ像を鮮明に捉えるとともに、

ヨーロッパ南天天文台（ESO）の超大型望遠鏡（VLT）に搭載された分光装置「MUSE」からのデータを用い

て、銀河内の星々の動きを地図のように可視化した。重力レンズ効果が示す投影質量の情報と、星々の運動か

ら得られる重力場の情報を組み合わせることで、従来は不可能に近かった遠方銀河のブラックホールの質量測

定が可能になった。なかでもアインシュタイン・リングの内側に現れるラジアルアークという希少な像には、

銀河中心の質量分布が明確に反映されることから、ブラックホールの存在と規模を探るうえで重要な情報が含

まれている。研究者たちによると、中心部の星々は毎秒約 400km と極めて高速で運動しており、それを引き起

こすためには太陽の数百億倍の規模の重力源が不可欠だという。コズミック・ホースシューは、「化石群銀河」

に分類されている。これはかつて複数の巨大銀河だったものが合体を繰り返し、最終的に単一の非常に大きな

銀河へと進化した状態を指す。この過程で、それぞれの銀河の中心にあった超大質量ブラックホールも合体し、

今回検出されたモンスター級の天体が形成された可能性が高いと考えられる。太陽系が位置する天の川銀河の

中心にあるブラックホールは、太陽の約 400 万倍の質量をもつとされる。現在は静穏期にあるが、約 45 億年

後にはアンドロメダ銀河と衝突して合体することで、活動を再開して莫大なエネルギーを放つクエーサー（大

質量ブラックホールを公転するガスや塵の円盤の摩擦によって生じる現象）となる可能性が高い。コズミック・

ホースシューの姿は、その未来像を先取りしているかのようだ。 

重力の影に眠る怪物 

特筆すべきは、今回発見されたブラックホールも活動を一時的に停止した“休眠状態”にあった点だ。通常、こ

の距離にあるブラックホールを質量まで含めて測定できるのは、周囲から物質を取り込んでクエーサーとして

輝いている場合に限られる。その光源を一切頼りにせず、純粋に重力の影響だけで検出を実現した意義は大き

い。従来の標準的な手法では、天球上における恒星の見かけの動きである固有運動を解析することで、ブラッ

クホールの質量を測定していた。だが、地球から何十億光年も離れた遠方銀河では中心部が極めて小さくしか

映らないことから、星々の動きや光の分布を細かく区別できないことが難点だった。その弱点を重力レンズ効

果で補い、休眠中のブラックホールの質量を直接的かつ高精度で推定できるようにしたのが、今回の手法であ

る。研究チームは現在、この手法を他の銀河にも適用することで、活動していない超巨大ブラックホールを系

統的に探す計画を立てている。ここに欧州宇宙機関（ESA）の近赤外線宇宙望遠鏡「ユークリッド」による観

測データが加われば、さらに広い範囲の探索が可能になると期待されている。星形成を抑制するブラックホー

ルの役割が、これまで以上に明確に示されることが予想されるからだ。 

今回の超巨大ブラックホールの発見は、暗黒物質（ダークマター）の分布を調べていた研究の副産物だったと

いう。しかし、そこで得られたデータが、宇宙でも極めて稀な怪物ブラックホールの存在を浮かび上がらせた。

遠方銀河の重力の謎に迫るこの手法は、今後の観測によって宇宙のブラックホール地図が大きく塗り替えられ

るきっかけになるかもしれない。 

（Edited by Daisuke Takimoto) 
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ブラックホールの“響き”を高精度で解析、日本の研究チームが初めて成功 

ブラックホールが放つ重力波をかつてない精度で解析することに、このほど京都大学と大阪公立大学、理化学

研究所の共同研究チームが初めて成功した。その鍵を握るのは、日本で発展した数学的な手法だという。 

 

らせん上で揺れ動くブラックホールのイメージ。Illustration: Kyoto University/Taiga Miyachi 

ブラックホールは宇宙で最も強力な重力をもち、光さえも脱出できないほど時空を深くゆがめる存在だ。ブラ

ックホール同士が衝突するなどして揺れ動くと、準固有振動と呼ばれる特有の振動パターンの重力波（時空の

ひずみが波のように伝わる現象）を発する。この“響き”は重力波として地球からも観測でき、ブラックホール

の質量や形状の情報を引き出す手がかりになる。だが、衝突によって合体したブラックホールがゆらぎながら

小さくなると、重力波の振動は急速に減衰してしまう。この複雑な重力波の性質を体系的に記述することは容

易ではなく、ブラックホール研究における長年の課題だった。こうしたなか、数学的な技法である「完全 WKB

解析」を応用して、急速に減衰するブラックホールの準固有振動の周波数構造を精密に捉えることに、このほ

ど京都大学と大阪公立大学、理化学研究所による共同研究チームが初めて成功した。「完全 WKB 解析は、日本

の数学者が基礎の確立に貢献した技法です」と、大阪公立大学特別研究員の宮地大河は説明する。「物理学への

応用は近年になって進展し始めたばかりなので、今後のさらなる発展が期待されます」完全 WKB 解析とは、

波の性質や動きを数学的にそっくり再現するための計算方法のひとつである。複雑すぎて通常は正確に計算で

きない波のふるまいを、工夫した手順で可能な限り本物に近いかたちで導き出せる。もともとは数学の分野で

発展した手法であり、ブラックホールの研究に応用されたのは今回が初めての事例だという。 

数学がつなぐ無限の波 

この手法の特徴は、ブラックホールの周囲の空間を実際の 3 次元空間だけでなく複素平面上にまで広げて考え

る点にある。複素平面とは、複素数を使って新しい座標軸を追加した計算上の仮想空間のようなものだ。この

拡張によって、光が抜け出せる境界線である事象の地平線から遠く離れた領域まで、波の動きを途切れなくた

どって詳細に解析できるようになる。研究チームは今回、解析の過程で「ストークス曲線」と呼ばれる数学的

構造を詳しく調べた。これは波の性質が急変する境界線のようなもので、事象の地平線の近くでは対数らせん

状に幾度も巻き付く特異なパターンを描く。このらせんは波の計算に微妙な変化を無限に生じさせることから、

従来の方法にとっては大きな誤差の原因だった。このらせん構造の効果を正しく計算に組み込むことで、研究

者たちは事象の地平線から無限遠までの波を正確につなぐことを可能にした。これにより、ブラックホールの

振動数を決める「量子条件」を誤差なく導き出せるようになったという。完全 WKB 解析の信頼性を検証する

ために、研究チームは数式で完全に解けることが知られている「調和振動子」や「モースポテンシャル」など

の物理モデルを対象にテストした。これらが既知の結果と一致することを確認したうえで、実際のブラックホ

ールを表すシュワルツシルト解に適用した。その結果、過去の研究で得られた振動パターンを再現することに

も成功した。「これまで見落とされていたらせん状のパターンが、重要な役割を果たしていることがわかりまし

た」と、宮地は説明する。このパターンはブラックホールの“響き”の全体像を理解するうえで欠かせないもの

であり、観測データと理論をつなぐ架け橋になるという。この方法は、回転するブラックホールや電荷をもつ

ブラックホールにも適用できると、研究者たちは考えている。また、ブラックホールが波を通す度合いや振動

https://wired.jp/article/black-hole-vibrations-decoded-with-mathematics/
https://wired.jp/tag/black-hole/
https://wired.jp/tag/space/
http://dx.doi.org/10.1103/1gmr-9f1g
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-news/2025-07-08
https://www.kyoto-u.ac.jp/en/research-news/2025-07-31
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の強さを求めるための計算にも活用できる可能性がある。今回の成果は、幅広い理論モデルにおいてブラック

ホールの振動を解析するための新たな道を切り拓いたといえる。将来的には重力波観測の精度向上に貢献でき

るほか、宇宙の本質や幾何学的な構造への理解をより深められるようになることが期待される。 

（Edited by Daisuke Takimoto) 

 

https://forbesjapan.com/articles/detail/81242  2025.08.13 18:00 

ブラックホール探査計画、超軽量宇宙船でアインシュタインの一般相対論を検証 

 Jamie Carter | Contributor 

 
恒星質量ブラックホールを描いた想像図（European Space Agency, NASA and Felix Mirabel (the French Atomic 

Energy Commission & the Institute for Astronomy and Space Physics/Conicet of Argentina) ） 

全ての画像を見る 

クリップくらいの重量しかない超軽量探査機がレーザービームで打ち上げられ、知られている最も近くのブラ

ックホールを目指して光速に近い速度で飛行する 100 年の旅に出る。無事に到達できれば、事象の地平線（引

き返せなくなる境界線）そのものの近くから観測データを地球に送信する。ここを過ぎるとブラックホールの

重力に永久に引き込まれてしまうのだ。これは「アルバート・アインシュタインは正しかったのか」という科

学の根本的な問題に対する答えを追い求めている天体物理学者が提案した驚くべき探査計画だ。 

ブラックホール探査：アインシュタインの理論を検証 

中国・復旦大学のブラックホール専門家のコジモ・バンビは、この探査計画を「推測に基づく」かつ「困難を

伴う」もので、さらに費用が約 1 兆ドル（約 148 兆円）に上ると説明するものの、人間の寿命の範囲内でブラ

ックホールに到達できる探査計画の策定が可能になる日も近いと考えている。 

学術誌 iScience に 7 日付で掲載された論文の中で説明されているバンビの構想では、地球から照射するレーザ

ーを推力とする本体重量 1g のナノクラフト（超軽量宇宙船）を探査機として用いる。探査機の任務は、1915

年に発表されたアインシュタインの一般相対性理論の限界を検証することだ。一般相対論は、質量が存在する

と時空が歪み、その歪みに沿って質量が移動すると考える。さらには、ブラックホールの存在を予言していた。 

ブラックホール探査に用いられるナ

ノクラフト（超軽量探査機）を描いたイラスト（Bambi, iScience 2025） 

https://forbesjapan.com/articles/detail/81242
https://forbesjapan.com/author/detail/2065?module=article_author
https://forbesjapan.com/articles/gallery/81242/1
https://www.cell.com/iscience/fulltext/S2589-0042(25)01403-8
https://forbesjapan.com/author/detail/2065?module=article_author
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探査機が収集するデータは、一般相対性理論と物理法則に関する科学者の理解に変革をもたらす可能性がある

と、バンビは主張している。 

ブラックホール探査：目的地 

ブラックホールは、光を含むあらゆるものが脱出できないほど強力な重力を持つ天体によって生じる時空の領

域だ。天の川銀河（銀河系）の中心には、超大質量ブラックホールのいて座 A*（Sgr A*）がある。直径は約 3500

万 km で、太陽系から約 2 万 7000 光年の距離にある。2024 年 3 月には、いて座 A*の端から渦巻き状に広がる

強い磁場による偏光（偏波）を捉えた画像が新たに公開された。この偏光画像は、遠方銀河 M87 の中心にある

ブラックホールを捉えた 2019 年公開の画期的な画像と、2022 年公開のいて座 A*の画像に続くものだ。 

次ページ ＞25光年以内にある未発見のブラックホールを調査 

今回の最新探査計画の目的地は、いて座 A*ではなく、まだ見つかっていない別のブラックホールだ。このブラ

ックホールは、地球から約 20～25 光年以内に存在する可能性が高いと見られている。バンビは「ブラックホ

ールを見つけるための新たな方法は複数ある」として「今後 10 年以内に地球近傍のブラックホールが見つか

ると期待してよいと考えている」と述べている。ブラックホールの検出が困難なのは、実質的に望遠鏡では見

えないからだ。近くを通る光や恒星に及ぼされる影響によってその存在を推測することしかできない。 

太陽（Sun、中央）から距離 25 光年の範

囲にある天体の分布図。領域内のどこかに 1 個のブラックホールがあると考えられる。特に恒星風バブルや惑

星を持つ恒星が記号で示されている。青色の雲は太陽が通過中の局所星間雲（LIC）で、黄色矢印は太陽の進行

方向（NASA Goddard/Adler/U. Chicago/Wesleyan, Fig 1 Bambi iScience 2025） 

ブラックホール探査：長い待ち時間 

太陽系に最も近いブラックホールの位置特定を急ぐ必要はない。現在のところ、このような探査機を打ち上げ

る方法がないからだ。バンビは「今のところ人類にはその技術がない」として「だが、20～30 年以内には実現

するかもしれない」と述べている。マイクロチップ 1 枚と光帆（ライトセイル）で構成されるナノクラフトを、

地球から照射するレーザーを推進力として宇宙空間を光速の 3 分の 1 の速度で飛行させる構想だ。この速度で

は、20～25 光年を移動するのに約 70 年かかる。ブラックホールに到達すると、ナノクラフトは事象の地平線

が存在するかどうかや、ブラックホールの近くで物理法則が変化するかどうかを調査する。収集した観測デー

タは地球に送信されるが、このプロセスに 20 年かかるため、探査計画全体で合計約 80～100 年を要すること

になる。バンビは「本当に突拍子もない、ある意味 SF に近い話だと思われるかもしれない」として「だが、

https://forbesjapan.com/articles/detail/69998
https://eventhorizontelescope.org/blog/astronomers-reveal-first-image-black-hole-heart-our-galaxy
https://forbesjapan.com/articles/detail/81242/page2
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重力波は弱すぎるため検出できないと言われていたけれども、100 年後には検出された。ブラックホールのシ

ャドウ（ブラックホールの重力で曲げられた光が事象の地平線の周囲をリング状に縁取る中に影として見える

部分）は観測できないと考えられていたが、50 年後の今日には 2 つを捉えた画像が得られている」と話してい

る。 

世界 8 カ所の望遠鏡をつないで構成された地球サイズの仮想電波望

遠鏡イベントホライズン（EHT）によって人類史上初めて撮影された銀河 M87 の中心にある超大質量ブラック

ホールのシャドウ（影）（Event Horizon Telescope Collaboration）（forbes.com 原文）翻訳＝河原稔 

 

https://uchubiz.com/article/new64710/ 

宇宙開発が趣味のサラリーマンが開発した「音楽作曲演奏衛星」、ISS に–AI が作

曲、地上に送信      2025.08.13 09:00  UchuBiz スタッフ 

 一般社団法人リーマンサットスペーシズ（東京都江戸川区）が取り組む「リーマンサット・プロジェクト」

で開発されたキューブサット「RSP-03」（愛称「ハモるん」）が国際宇宙ステーション（ISS）に打ち上げられ

る。8 月 8 日に発表した。 ISS への物資補給ミッション「SpaceX CRS-33」（SpX-33）として、米 Space 

Exploration Technologies（SpaceX、スペース X）の無人補給船「Cargo Dragon」に格納されて、米東部時間 8

月 21 日午前 3時 57 分に SpaceX のロケット「Falcon 9」で打ち上げられる予定。ハモるんは、ISS に運び込

まれ、約 1 カ月後に ISS の日本実験棟（JEM）「きぼう」から軌道に放出される計画となっている。 

  

大きさが 1U（10cm×10cm×10cm）のキューブサットであるハモるん（出典：リーマンサットスペーシズ） 

（出典：リーマンサットスペーシズ） 

リーマンサットスペーシズは自らを「趣味としての宇宙開発」を掲げる民間宇宙開発団体と説明。夢や好奇心

から始まる「人を中心とした宇宙開発」を通じて、誰でも、いつでも、好きなように目指すことのできる宇宙

開発の実現を目指しているという。メンバーはほぼ全員が他に本業があるサラリーマンであり、仕事の合間を

縫って、人工衛星開発や広報活動に取り組んでいると説明する。 

 「音楽作曲演奏衛星」であるハモるんのメインミッションは、宇宙空間で取得した星空のデータや衛星周囲

の環境情報をもとに AI（人工知能）で自動で作曲し、その楽曲を地上に送信すること。宇宙空間で生成された

音楽は、地上にダウンリンクしたのち、専用ウェブサイトで公開される予定。 

 1 機目となる零号機「RSP-00」は 2018 年 10 月 6 日に、2 機目の初号機「RSP-01」は 2021 年 3 月 14 日

に、それぞれきぼうから軌道に投入されている（弐号機である「RSP-02」は 2025 年度に打ち上げ予定。RSP-

03 は参号機になる）。 

 零号機は「宇宙ポスト」として集められた“お願いごと”をデータにして宇宙に届けられ、宇宙ポストで集め

https://www.forbes.com/sites/startswithabang/2016/12/27/gravitational-waves-from-discovery-of-the-year-to-science-of-the-century/
https://www.forbes.com/sites/jamiecartereurope/2025/08/07/black-hole-mission-the-trillion-dollar-quest-to-test-einstein/
https://uchubiz.com/article/new64710/
https://uchubiz.com/writer/UchuBiz%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%83%E3%83%95/
https://uchubiz.com/tagid/%e3%82%ad%e3%83%a5%e3%83%bc%e3%83%96%e3%82%b5%e3%83%83%e3%83%88/
https://uchubiz.com/tagid/iss/
https://uchubiz.com/tagid/%e3%81%8d%e3%81%bc%e3%81%86/
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られたお願いごとを音声とテキストにして地球に送信するというミッションだった。初号機は、零号機と同じ

宇宙ポストがミッションだが、メインミッションの「宇宙で自撮り」に成功した。 

 SpaceX CRS-33 は、米航空宇宙局（NASA）が ISS への物資補給を民間企業に有償で委託する「商業補給サ

ービス（Commercial Resupply Services：CRS）」の第 2 フェーズ（CRS-2）の一環。 

関連情報 リーマンサットスペーシズ プレスリリース（PR TIMES） ハモるん専用ウェブサイト  

ハモるんの作曲プロセス リーマンサットスペーシズ SpaceX CRS-33 

 

https://forbesjapan.com/articles/detail/81256        2025.08.17 09:15 

ホーキング博士も選んだ宇宙葬 墓じまい世代に広がる終活の選択肢 

 Forbes JAPAN Web-News | Forbes JAPAN 編集部 

 Getty Images 

普段はあまり触れたくもないことだが、お盆の時期ぐらい自分の葬儀について考えてみるのもいいだろう。こ

のごろは小規模な家族葬が人気で、葬儀はどんどん縮小する傾向にある。だが、人生最後の晴れ舞台を文字ど

おり「どーん」と派手にやるのも悪くない。それなら宇宙葬や花火葬がもってこいだ。 

SEO などのデジタルマーケティング事業を展開する NEXER（ネクサー）は、全国の男女 500 人を対象に「一

風変わった葬儀」についてアンケート調査を行った。そこで登場したのが「宇宙葬」と「花火葬」だ。 

宇宙葬の認知度を尋ねると、約 19 パーセントの人が知っていた。このごろでは、スティーブン・ホーキング博

士や『スタートレック』のスコッティ役で親しまれた俳優ジェームズ・ドゥーアンが宇宙葬を行って話題にな

った。遺骨をロケットに乗せて打ち上げ、宇宙に散骨するというものだ。 

  

宇宙葬に興味があると答えた約 14 パーセントの人たちの意見には、「人が亡くなったら、お星さまになるとよ

く聞いて育ったので、本当に星になりたいと思う」、「思ってみたら地球は宇宙のごくごくわずかな存在にすぎ

https://uchubiz.com/tagid/crs-2/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000010.000036489.html
https://rsp03.rymansat.com/
https://www.rymansat.com/archives/16554
https://www.rymansat.com/
https://www.nasa.gov/mission/nasas-spacex-crs-33/
https://forbesjapan.com/articles/detail/81256
https://forbesjapan.com/author/detail/2557?module=article_author
https://forbesjapan.com/author/detail/2557?module=article_author
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ないので、そこに埋めるより広い宇宙に飛ばしたほうが『終わり』ではあるがロマンがある」と壮大な夢を語

る人もいれば、「お墓とかいらないし納骨堂なども不要だから」と冷めた人もいる。費用も 30 万円ほどと思っ

たほどは高くないので、意外に現実的な選択だ。 

次に「花火葬」についてたずねると、知っている人はわずかに約 2 パーセント。ほとんど知られていない。こ

れは、遺灰を花火に入れて空高く打ち上げる散骨の一種だ。花火葬に興味があると答えた人からは、「最後にひ

と花咲かせたい」、「おくる人が楽しそう」、「あとかたもなく散れそう」といった意見が聞かれた。「やりたくな

いけど見てみたい」という人もいた。まさに、跡形もなく散りたい人には「散った」感が最大の葬儀になるだ

ろう。 

 

だが、現実は変わった葬儀をしたいと思う人は 1割に満たない。遺族の悲しみを考えれば遊び感覚で企画する

ものではないということか、葬儀に関しては保守的な人が圧倒的に多い。自身の葬儀で「何か変わったこと」

をしたいと望むわずかな人たちからも、自分の灰を「どこかに捨ててほしい」、「森林にひっそりと埋葬してほ

しい」、「骨を肥料に混ぜて樹木育成などに活かしてほしい」など、派手な方向ではなく、むしろお金をかけず

に地味にやりたいという意向が多く聞かれた。墓の維持が困難になり「墓じまい」をする人が増加傾向にある。

だが墓じまいにも相当な費用がかかるため思うに任せない。それなら、花火葬で「どーん」と散ってしまえば

後の心配も無用だ。花火葬を行っている葬儀社はまだ少ないが、合同プランなら 50 万円程度からあるようだ。

意外に理に適っているかもしれない。  プレスリリース  文 ＝ 金井哲夫 

 

https://uchubiz.com/article/new64731/ 

南相馬市を「宇宙実証の聖地」に–福島スペースカンファレンス 2025 現地レポート 

2025.08.14 08:00 藤井 涼（編集部） 

 福島県南相馬市で、東北最大級の宇宙ビジネスカンファレンス「福島スペースカンファレンス 2025」が 8月

8 日に開催された。2023 年から年 1 回のペースで開催されており、今年で 3 回目となる。県内外から 300 名

近くが訪れ、JR 常磐線の小高駅周辺に設けられた 3 カ所の会場を行き交いながら目的のセッションに参加し

た。 

  

3 回目の開催となった「福島スペースカンファレンス 2025」 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001838.000044800.html
https://www.crossu.org/event/uchubiz-direct2025/
https://www.crossu.org/event/uchubiz-direct2025/
https://uchubiz.com/article/new64731/
https://uchubiz.com/writer/%E8%97%A4%E4%BA%95%20%E6%B6%BC%EF%BC%88%E7%B7%A8%E9%9B%86%E9%83%A8%EF%BC%89/
https://fukushima-space.com/conference-2025/
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3 つの会場が用意され、参加者は目的のセッションに合わせて会場を行き来した 

 カンファレンスでは、政府や福島県が 6 月に取りまとめた「復興の青写真」において示された、福島沿岸を

「実証の聖地」にするという構想を実現するにはどうするべきか、行政、宇宙スタートアップ、地元住民らが

それぞれの立場から議論した。 その中で多くのキーパーソンらが語った福島、特に南相馬市の強みは、（1）

広大な土地があること、（2）行政の意思決定が早いこと、（3）復興を目的とした補助金制度があること、（4）

宇宙スタートアップの集積地になりつつあることだ。 

「広大な土地」や「行政の熱意」に強み 

 広大な土地を生かした施策としては、2020 年に南相馬市に全面開所した実証施設「福島ロボットテストフィ

ールド」がある。敷地内には、「無人航空機エリア」「インフラ点検・災害対応エリア」「水中・水上ロボットエ

リア」「開発基盤エリア」「滑走路エリア」などが設けられている。これまでにドローンやロボットを中心に 1200

件を超える実証が行われており、まだ事例は少ないが宇宙企業による実証も行われている。 

 
福島ロボットテストフィールド（出典：福島イノベーション・コースト構想推進機構） 

 また同テストフィールドの近くには、三菱倉庫が 2025 年に開設した宇宙に特化したインキュベーション施

設「MLC SPACE LAB」もある。現在は AstroX、ElevationSpace、SPACE WALKER の 3 社が入居している。

なお、MLC SPACE LAB 内ではないが、インターステラテクノロジズや将来宇宙輸送システムも南相馬市に福

島支社を構える。 宇宙実験プラットフォームを開発する ElevationSpace 代表取締役 CEO の小林稜平氏は

「宇宙産業に大事なのは開発環境の整備。クリーンルームや振動試験などの環境をスタートアップが最初から

構築するのは大変」と、MLC SPACE LAB の一区画を借りられるメリットを語る。 

  

三菱倉庫が開設した宇宙特化のインキュベーション施設「MLC SPACE LAB」。AstroX、ElevationSpace、SPACE 

WALKER の 3社が入居している 

入居のメリットを語る ElevationSpace 代表取締役 CEO の小林稜平氏（右） 

 沿岸部から実際にロケットの打ち上げ実証ができることも強みだ。2024 年にはロケットスタートアップの

AstroX が 2 回、神奈川大学が 1 回、合計 3 回のロケットが打ち上げられた。また ElevationSpace は、ヘリコ

プターを使って大気圏再突入カプセルを上空から落下させる試験を南相馬市沖の海域で 2 回ほど実施してい

る。 

https://www.meti.go.jp/press/2025/06/20250606002/20250606002.html
https://www.fipo.or.jp/robot/
https://www.fipo.or.jp/robot/
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AstroX が 2024 年 11 月にロケットを打ち上げた（出典：AstroX） 

AstroX 代表取締役 CEO の小田翔武氏 

 さらに、行政の意思決定の早さや、復興を目的とした補助金制度などが決め手となり、多くの宇宙スタート

アップを誘致することに成功した。AstroX 代表取締役 CEO の小田翔武氏は「昨年 4 月に南相馬市に宇宙室が

できて、8 月と 11 月にはロケットの打ち上げ実証ができた。ものすごいスピード感」と振り返り、仮に他の地

域で取り組んだ場合 1〜2 年遅れていた可能性もあると話す。 

 SPACE WALKER の創業者である眞鍋顕秀氏は、もともと会計士として福島の復興に携わっていた過去を語

りつつ、震災後しばらくは現地で見られなかった「福島から宇宙産業を生み出す」という機運がここ数年で急

速に高まっており、行政の二人三脚で取り組む熱意にも打たれたことで、南相馬市に本社を移転することを決

めたと経緯を明かした。 

  

SPACE WALKER の創業者である眞鍋顕秀氏  LAND INSIGHT 取締役の遠藤嵩大氏 

福島を「実証の聖地」にするには？ 

 福島沿岸を実証の聖地として確固たるものにするにはどうすべきか。そのためには 2024 年に福島県が指定

された「国家戦略特区（新技術実装連携“絆”特区）」をもっと活用するべきだと、宇宙スタートアップ各社は口

を揃えた。 たとえば、国内でロケットを打ち上げる際には、各省庁への煩雑な申請が必要になり、リソース

に限りがあるスタートアップには大きな負担となっている。そこで、国家戦略特区の福島県に関しては米国の

FAA（連邦航空局）のように申請を一本化できることが望ましいと AstroX の小田氏は話す。 衛星データによ

って農業行政の現地確認業務の負担軽減を進める LAND INSIGHT の取締役である遠藤嵩大氏は、「いずれ衛星

やドローンで確認しましょうというルールに変えるフェーズがどこかで来ると思うが、国が一気に変えるのは

難しい」と指摘。まず福島県でこの仕組みをいち早く作り、それを全国に広げていければと思いを語った。 

 技術開発の側面が強い実証だが、スタートアップとしての実績作りをする上でも、実証環境は役立つと

SPACE WALKER 創業者の眞鍋氏は話す。「実績はあるんですか？どこで使われましたか？とよく言われるが、

スタートアップは実績がないのが当たり前。（南相馬市が）実績作りの地になってくれると、社会実装までスピ

ード感を持って進められるし、競争力が出てくるのではないか」（眞鍋氏）。また、民間事業が具体化してこな

ければ法整備なども進まないことから、国を動かすためにも実証による実績づくりは重要になると強調した。 

 カンファレンスでは、他の地域との連携の可能性についても触れられた。たとえば東京都では、スタートア

ップの成長支援プログラム「Tokyo Innovation Base（TIB）」に注力しており、多数のスタートアップが参画し

ている。都内に実証環境を設けることは難しいため、実証の場として福島ロボットテストフィールドを提供す

ることで相互にメリットを作れるのではないかと、経済産業省 大臣官房 福島復興推進グループの加島優氏や、

東京都 スタートアップ戦略推進本部の直井亮介は展望を語った。 
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福島と東京など地域連携の可能性について議論  インターステラテクノロジズ取締役の中山聡氏（右） 

宇宙を「地域に愛される」産業に 

 新たな宇宙開発の地として注目を集める南相馬市だが、忘れてはならないのが地域住民の思いだ。国や県だ

けで議論し、福島沿岸の地域住民や企業を置き去りにしてほしくはないと、南相馬航空宇宙産業研究会の高山

慎也会長は苦言を呈す。また、県外企業だけでなく、地元企業への支援策の拡充なども求めた。 

 宇宙スタートアップの集積地となりつつある一方で、中長期的には地元企業とのサプライチェーンをいかに

構築していくかが課題となる。各社ともにまだ量産フェーズにないため定期発注は難しいが、インターステラ

テクノロジズ取締役の中山聡氏は「サプライヤーが宇宙をやりたい時に、（開発したものが）宇宙で使えるかど

うかを我々が評価することはできる」と語り、当初はできる範囲から連携を模索していきたいと話した。 

 本当の意味で「実証の聖地」となるには、宇宙と関係のない住民も巻き込み、地域に愛される産業に育てて

いく必要がある。すでにインターステラテクノロジズや将来宇宙輸送システムが地元の学校を訪れて出前授業

などもしているが、今後はさらに実証実験の様子なども積極的に公開するなどして、住民の理解を得られるよ

う努めていく必要があると登壇者らは語った。 

 

https://uchubiz.com/article/new64952/ 

   2025.08.15 15:00  塚本直樹、田中好伸（編集部） 

トランプ大統領、宇宙での商業活動を促進させる大統領令に署名–宇宙港の建設を

迅速化     

 Trump（トランプ）米大統領は米国時間 8 月 13 日、規制による遅延を大幅に削減し、国内の打ち上げインフ

ラを拡大する新たな大統領令に署名した。米メディア Space.com が報じている。 

 「商業宇宙産業における競争の促進」と題された、この大統領令は、複数の連邦機関に対し、打ち上げライ

センス供与の合理化、宇宙港建設の迅速化、そして新たな宇宙空間産業の支援強化を指示するものだ。 

 大統領令では、運輸省（DOT）に対し、ロケット開発スケジュールのボトルネックとなっていた環境審査を

短縮し、打ち上げと再突入の承認プロセスを簡素化するよう求めている。また、重複している許可手続きを撤

廃し、新たな宇宙港建設をより迅速に認可するよう各機関に促している。 

 大統領令の下では、軌道上での燃料補給や微小重力下での製造といった新たな宇宙技術のために、合理化さ

れた承認システムが創設される。米航空宇宙局（NASA）、運輸省、商務省（DOC）の宇宙商務局、国防総省（DOD）

は、それぞれの審査プロセスを統合的に合理化する。 今回の大統領令では、運輸省での商業宇宙担当顧問の

設置、米連邦航空局（FAA）の商業宇宙担当責任者の政治任命ポスト化、商務省の宇宙商務局の長官室直轄化

も明記している。Space.com は「宇宙政策の策定での商務省の発言力を強化する」と指摘している。 

 大統領令では、テキサス州南部の沿岸端にある、米 Space Exploration Technologies（SpaceX、スペース X）

が開発しているロケット「Starship」（スターシップ）の打ち上げ施設「Starbase」（スターベース）のような商

業宇宙港プロジェクトへの沿岸域管理法による干渉や州レベルの環境関連の障害も問題視している。 

 署名に同席した、運輸長官と NASA 暫定長官を兼務する Sean Duffy（ショーン・ダフィー）氏は「次のイノ

https://uchubiz.com/article/new64952/
https://uchubiz.com/writer/%E5%A1%9A%E6%9C%AC%E7%9B%B4%E6%A8%B9/
https://uchubiz.com/writer/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E5%A5%BD%E4%BC%B8%EF%BC%88%E7%B7%A8%E9%9B%86%E9%83%A8%EF%BC%89/
https://www.space.com/space-exploration/trump-signs-executive-order-to-boost-commercial-space-and-shift-nasas-balance-of-power
https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2025/08/fact-sheet-president-donald-j-trump-enables-competition-in-the-commercial-space-industry/
https://uchubiz.com/article/fea28725/
https://uchubiz.com/tagid/dot/
https://uchubiz.com/tagid/nasa/
https://uchubiz.com/tagid/doc/
https://uchubiz.com/tagid/faa/
https://uchubiz.com/tagid/sean-duffy/
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ベーションの波を解き放ち、軌道上での米国の長期的なリーダーシップを確保するための極めて重要な動きで

ある」と称賛した。 Space.com は、今回の大統領令での NASA の位置付けについて「主導機関というよりは

調整機関としての役割が中心」と説明。NASA は「審査を効率化し、イノベーションを加速させる道筋を評価

するという同じ指示を負っているが、新たな権限は付与されていない」と解説する。 

 Duffy氏は、大統領令による措置は「NASA と民間事業者との協力を支援し、打ち上げインフラへのアクセス

を改善する」と話している。しかし、Space.com は「規制する権限は実際のところ、運輸省や商務省の宇宙商

務局、FAA に移っている」と指摘している。 「大統領令は、NASA の統制を超えた新たな権力基盤が出現し、

商業主導の宇宙開発への動きが継続していることを示している」（Space.com） 

関連情報 大統領令「商業宇宙産業における競争の促進」 NASA プレスリリース Space.com 

 

https://www.cnn.co.jp/fringe/35236736.html 

小惑星「２０２４ ＹＲ４」、地球ではなく月に衝突する可能性 そのとき何が起き

るのか？＜上＞          2025.08.16 Sat posted at 18:04 JST 

  

アポロ１１号の乗組員が月の裏側で目撃したように、月面は「ダイダロス」のようなクレーターで覆われてい

る/NASA                  European Space Agency 

（ＣＮＮ） 小惑星「２０２４ ＹＲ４」は見えない位置に飛び去ったものの、依然として科学者の頭から離れ

ていない。「２０２４ ＹＲ４」はビルほどの大きさの天体で、当初は地球に衝突する可能性があると見られて

いた。現在は、太陽周回軌道上の望遠鏡では観測不可能な位置を移動中だ。しかし、ＹＲ４が再び見える位置

に戻ってくるのを科学者が待つ間、その軌道は修正され、今度は月に衝突する可能性に注目が集まっている。 

２０２４年末に発見されたＹＲ４は当初、３２年１２月２２日までに地球と衝突する恐れがあると見られてい

た。衝突の確率は観測のたびに変化し、今年２月にはピークとなる３．１％を記録。観測史上最も危険な小惑

星になった。天文学者が ＹＲ４のサイズや軌道を絞り込むうえで重要な役割を果たしたのが、地上望遠鏡や宇

宙望遠鏡だ。より正確な測定を行った結果、最終的に地球衝突の可能性を排除することができた。 

米航空宇宙局（ＮＡＳＡ）によると、ＹＲ４が見えなくなる前の６月上旬に行われた観測により、７年後のＹ

Ｒ４の位置に関する天文学者の知見は２０％近く向上したという。 

このデータによると、地球との直接衝突は回避されても、ＹＲが３２年後半に月に衝突して脅威を及ぼす可能

性は残る。衝突が起きれば、人類は希少な観測機会を得ることになるが、細かい月の物質が地球に飛来する可

能性もある。万一ＹＲ４が月に衝突しても地球に大きな物理的危険はないが、その時点で月面にいる宇宙飛行

士やインフラは危険にさらされる可能性がある。航法や通信など、生活に不可欠な側面のスムーズな運用を支

える地球周回衛星にも危険が及びかねない。低軌道上の宇宙探査機も破片の進路に入る可能性があるが、国際

宇宙ステーション（ＩＳＳ）に関して言えば、衝突の可能性が指摘される時期より前に軌道離脱する予定だ。 

当初、ＹＲ４は「惑星防衛」という重要な研究の必要性を示す事例と目されていた。惑星防衛研究では小惑星

の発見と追跡を行い、どの小惑星に地球衝突の可能性があるかを判断する。いま天文学者の間では、ＹＲ４の

https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2025/08/fact-sheet-president-donald-j-trump-enables-competition-in-the-commercial-space-industry/
https://www.nasa.gov/news-release/u-s-transportation-secretary-acting-nasa-administrator-sean-p-duffy-joins-president-trump-executive-order-signing-to-boost-u-s-space-competitiveness/
https://www.space.com/space-exploration/trump-signs-executive-order-to-boost-commercial-space-and-shift-nasas-balance-of-power
https://www.cnn.co.jp/fringe/35236736.html
https://www.cnn.co.jp/photo/l/1302494.html
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存在によってこの研究分野が扱うリスクの範囲が再定義を迫られ、研究対象を拡大して、月へ向かう可能性を

秘めた小惑星も監視に含める必要が出てくるかもしれないとの声が出ている。 

「もしかしたら、防御の盾をもう少し遠くまで展開する必要があるのかもしれない。我々はそのことに気づき

始めている」。そう語るのは、カナダのウェスタン・オンタリオ大学で天文学と物理学を研究するポール・ウィ

ーガート教授だ。「現在は地球からやや離れた場所にも守る価値のある物が存在するので、できれば我々の視野

を少し広げ、そうしたものも視野に入れていきたい」現状、研究者たちはＹＲ４の月衝突によって生じうる混

乱の規模や、それを軽減する策が何かあるかを見極めているところだ。 

 

太陽を周回する小惑星を描いた想像図/ESA 

「シティーキラー」が月へ 

脅威となるこの岩塊は、天文学の強力な観測機器の数々をもってしても、小さな光の点にしか見えない。稼働

中の宇宙望遠鏡で最も強力なジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡を使った今年３月の観測によると、実際には、

ＹＲ４の直径は６０メートルほどである可能性が高い。 

ウェッブ望遠鏡でＹＲ４を観測したマサチューセッツ工科大学（ＭＩＴ）のジュリアン・デ・ウィット准教授

（惑星科学）は、「大きさはエネルギーに等しい」と説明。「ＹＲ４の大きさを知ることで、爆発がどれほどの

大きさになりうるか理解できた」と振り返る。 

 

ウェッブ望遠鏡は今年３月、搭載する観測機器「ＮＩＲＣａｍ」と「ＭＩＲＩ」を使用してＹＲ４の画像を撮

影した/A Rivkin/Webb/STScI/CSA/NASA/ESA 

米ジョンズ・ホプキンス大学応用物理研究所の惑星天文学者、アンディ・リブキン氏によると、天文学者は「惑

星キラー」に分類される地球近傍小惑星の大半をすでに発見したと考えている。惑星キラーとは、文明に終わ

りをもたらす可能性を秘めた直径１キロ以上の宇宙の岩を指す。６６００万年前に地球に衝突し恐竜を絶滅さ

せた「惑星キラー」は、直径およそ１０キロだったと推定されている。 

発見後に俗に「シティーキラー」と呼ばれるようになったＹＲ４のような比較的小さな小惑星でも、地球に衝

突すれば地域一帯を壊滅させる可能性がある。ＮＡＳＡによると、直径１４０メートル超１キロ未満の地球近

傍天体（より広い範囲を破壊する可能性がある）の場合、特定されているのは４割ほどだという。 

しかしウィーガート氏によれば、天文学者はいまだかつて、これほどの規模の衝突が月で起こるのをリアルタ

イムで観測したことはない。ＹＲ４が見えなくなる前の６月３日に行われた最後の観測では、月衝突の確率が

https://www.cnn.co.jp/photo/l/1302497.html
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４．３％に上ることが判明した。これは低い確率とはいえ、その場合に起こりうるシナリオを科学者が検討す

るには十分な数字だった。  

目を見張る流星群が発生か、危険も 

初期段階の計算では、衝突は地球から見える月の表側で起きる可能性が最も高い。 

ウェッブ望遠鏡によるＹＲ４の調査を主導してきたリブキン氏は、「ＹＲ４は非常に暗く小さい。このため我々

はジームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡を使うことで、地上から観測するよりも長い期間、位置を測定することに成

功した」「そのおかげで、我々はＹＲ４の軌道をはるかに正確に算出できるようになった。今ではＹＲ４が将来

どこに向かうか、向かわないかを高い精度で把握できている」と話す。ウィーガート氏によれば、衝突によっ

て数秒間、肉眼で見えるほど明るい閃光（せんこう）が発生する可能性もある。ウィーガート氏が筆頭著者を

務めた論文は米天文学会の学術誌に最近提出され、月衝突の可能性について分析している。 

 

新たな研究により 、ＹＲ４が衝突する可能性のある月面の４カ所がモデル化された(Paul Wiegert/Western 

University) 

衝突が起きた場合、月に推定１キロの幅のクレーターを形成する可能性があると、ウィーガート氏は指摘。リ

ブキン氏の補足によれば、これはアリゾナ州のメテオクレーターに匹敵する大きさだという。ウィーガート氏

の研究のモデリングによれば、月への衝突としてはここ５０００年で最大規模になるとみられ、月の岩石や塵

（ちり）を最大１億キロ分放出する可能性がある。 

数十センチ程度の大きさの破片でも、月にいるかもしれない宇宙飛行士や、研究や居住を目的に建設された構

造物にとっては脅威になり得ると、ウィーガート氏は話す。月には大気がないため、衝突で生じた破片は月面

の広い範囲に飛び散る可能性があるとも言い添えた。 

ＮＡＳＡによれば、地球から月までの距離は平均３８万４４００キロ。 

破片は信じられないほど高速で移動するため、小惑星の衝突から数日～数カ月で大きめの砂粒ほどのサイズ（０．

１～１０ミリ）の月物質が地球に到達し、目を引く激しい流星群を生み出す可能性もあるという。 

「地上の人には全く危険がない」とウィーガート氏。「大きな岩、あるいは角砂糖以上の大きさの物が飛来する

とは考えていない。地球の大気が良い具合に我々を守ってくれるだろう。ただ、弾丸を上回る移動速度になる

ことから、人工衛星に衝突した場合、一定の損傷を引き起こす可能性はある」と指摘する。 

ただし米セントルイス・ワシントン大学によれば、地球に到達する月の破片全てがこれほど小さいわけではな

く、衝突の角度やタイプによっても左右される。宇宙の岩は何百万年にもわたって月面に衝突しており、この

結果、地球上では様々な大きさの月隕石（いんせき）が発見されている。 

 

https://forbesjapan.com/articles/detail/81303        2025.08.15 10:30 

米「月面原子炉」建設計画、NASA はすでに準備を進行中 

https://forbesjapan.com/articles/detail/81303
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 Christopher Helman | Forbes Staff 

 

NASA の月面原子炉計画の構想を描いた想像図（NASA） 

米航空宇宙局（NASA）の暫定長官を務めるショーン・ダフィーは 5 日、トランプ米政権が実用可能な核分裂

反応炉を 2030 年までに月面に設置する意向であることを明らかにした。「米国は月開発競争の只中にある。中

国との月の開発競争だ」と、ダフィーは述べている。 

原子炉の設置は、月の塵の中に旗を立てるよりも効力がある。ダフィーは、原子炉の周囲を「立入禁止区域」

にする案に言及した。立入禁止区域を設ければ、水氷があるクレーターなどの望ましい領域の領有権を有効に

主張できる。 

ダフィーの 5カ年計画は野心的すぎるように思われるだろうか。NASA と請負企業の多くが長年、原子力に依

存していることを考えると特にそうでもない。1960 年代以降、NASA は原子力（放射性同位体）電池を用いて、

アポロ計画、宇宙探査機、火星着陸機に電力を供給してきた。原子力電池は、プルトニウム 238 や他の放射性

同位体が崩壊する際に放出する熱を電気エネルギーに変える。アポロの原子力電池は今も月面にあるほか、太

陽系を離れた初の人工物である探査機のボイジャーやパイオニアにも原子力電池が搭載されている。 

だが、これらの電池の出力はわずか 100 ワット（W）以下だ。ダフィーが言及しているような核分裂反応炉の

方がはるかに複雑だ。この反応炉はウラン燃料の核分裂で熱を発生させ、100 キロワット（kW）の電力を出力

できる。これは地球の一般家庭数十世帯分の電力需要に相当するにとどまる。月面基地に電力を供給するには

多数の核分裂炉が必要になるだろう。 

月面に原子炉は必要なのか。NASA は 10 年前、答えはイエスだと判断した。月面では多くの場所で夜が 14 地

球日の間続くため、太陽光パネルは頼みにならない。また、石油や石炭や天然ガスは、たとえ軌道に乗せるこ

とができても、真空中では燃焼させることは不可能だ。 

NASA はまず、「キロパワー計画」を通じてマイクロ（超小型）原子炉技術を検証した後、2022 年には 40kW

発電システムの設計を完成させる目的で、3 つのコンソーシアム（共同企業体）と 500 万ドル（約 7 億 4000

万円）の開発契約を交わした。月面原子力発電（FSP）計画の仕様の要求事項としては、システムは総重量が

6 トンで、円筒状容器（直径約 4m、全長約 6m）に格納可能なこと、自動制御で 10 年間稼働可能なこと、整

備や燃料補給が不要なことなどが挙げられている。 

これは厳しい要件になっていると、米アイダホ国立研究所（INL）で FSP 計画を率いるセバスチャン・コルビ

シエロは指摘する。コルビシエロのチームは、1年にわたり NASA 発電システムの設計案を開発した 3 つの企

業体を選定した。「地球では、原子炉が軽量で小型になるように設計されることはない。宇宙空間では、ロケッ

トに積載できるようにできるだけ質量を小さくする必要がある」と、コルビシエロは説明している。 

月面原子炉は、火星の植民地を維持できるシステムの開発に向けた重要で不可欠な第一歩となると、コルビシ

エロは強く考えている。コルビシエロのチームが 2023 年に明らかにしたように、「月面原子力発電は月での持

続可能な滞在に必須」なのだ。 

次ページ ＞NASA 暫定長官「米国が最初に到達し権利を主張したい」 

2022 年の設計開発契約のためにコルビシエロのチームが選定した共同企業体は次の 3 つだ。1 つ目は米航空大

手ロッキード・マーチンで、BWX テクノロジーズ（BWXT）と Creare と提携する。ロッキードと BWXT のチ

ームはすでに、原子炉を動力源とする NASA の 5 億ドル（約 740 億円）の実証宇宙船 DRACO（Demonstration 

https://forbesjapan.com/author/detail/112?module=article_author
https://www.nrc.gov/docs/ML2507/ML25076A581.pdf
https://ntrs.nasa.gov/citations/20230003735
https://forbesjapan.com/articles/detail/81303/page2
https://news.lockheedmartin.com/2023-07-26-Lockheed-Martin-Selected-to-Develop-Nuclear-Powered-Spacecraft
https://forbesjapan.com/author/detail/112?module=article_author
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Rocket for Agile Cislunar Operations）開発プロジェクトに取り組んでいる。2 つ目は実績豊かな原子炉開発企

業の米ウェスチングハウス（WE）で、エアロジェット・ロケットダインと提携する。WE は既存の同社製マイ

クロ炉 eVinciを改造する計画だ。3つ目は小型モジュール炉を開発するスタートアップの Xエナジー（X-Energy）

で、Maxar と米ボーイングと提携する。X エナジーは現在、アマゾンと米化学大手ダウ・ケミカルのマイクロ

原子炉開発プロジェクトに取り組んでいるが、NASA の指示書で求められている規格化された HALEU（高純

度低濃縮ウラン）燃料ではなく、自社独自の規格外の燃料源を用いようとしている。 

コルビシエロはそつがなく、どの企業体のアプローチを選ぶかについての憶測を述べようとはしない。最終的

なシステムは、核分裂の熱エネルギーを電気に変換するスターリングエンジンを採用し、メルトダウンを防ぐ

液体ナトリウム循環ループを搭載する可能性が高い。月面に原子炉を 5年以内に設置することが可能だろうか。

「はい、実行可能だと私は考えている」と、コルビシエロは答えている。だがそれは、NASA 有人月面探査「ア

ルテミス」計画の飛行システムの残りの部分の開発続行（初の有人飛行アルテミス 2 計画は 2026 年初めに実

施予定）と、NASA がその資金を調達できるかどうかにかかっている。 

地球では、マイクロ原子炉の建設費用は数十億ドル（数千億円）に及ぶ。NASA 暫定長官のダフィーによると、

トランプ政権はできるだけ早く月面に原子炉を設置しないわけにはいかないのだ。中国は月面探査機「嫦娥（じ

ょうが）8 号」を 2029 年に打ち上げる予定だ。その目的は、2030 年代中頃までにロボットと 3D プリンター

を用いて月面基地を建設する方法をテストするためだ。ダフィーによると中国も米国も、月の極域付近にある

太陽光が常に降り注ぐ領域の最も優良な月の土地を独占したいと考えている。「そこには氷があり、太陽光が降

り注いでいる。米国はそこに最初に到達し、自国の領有権を主張したいと考えている」と、ダフィーは述べて

いる。 （forbes.com 原文） 翻訳＝河原稔 

 

https://wired.jp/article/lunar-trailblazer-mission-cause-revealed/        2025.08.15 

NASA が運用停止した月面探査衛星「ルナ・トレイルブレイザー」の知見は、“月

面の水”を探る挑戦の礎となる 

NASA が運用を停止した月面探査用の小型衛星「ルナ・トレイルブレイザー」について、打ち上げ翌日に通信

が途絶した原因が明らかになった。月面の水分布を可視化する計画は中断を余儀なくされたが、その知見は将

来の探査に生かされることになる。 

 

ソーラーパネルのひとつを展開した状態でクリーンルームで検査を受けている月探査衛星「ルナ・トレイルブ

レイザー」。2025 年 2 月に打ち上げられたが、通信が途絶えたことでミッション終了を余儀なくされた。

Photograph: Lockheed Martin Space 

月面の水分布を高精度でマッピングする予定だった小型衛星「ルナ・トレイルブレイザー」は、その任務を果

たすことなく深宇宙へと消えていった──。カリフォルニア工科大学の管制チームがこの衛星と最後に交信で

きたのは、打ち上げ当日の夜のことだった。ところが、翌日に通信が途絶えたまま回復しない状況が続き、米

航空宇宙局（NASA）はルナ・トレイルブレイザーによる月面探査ミッションの終了を 7 月 31 日に発表したの

である。ルナ・トレイルブレイザーがフロリダ州のケネディ宇宙センターから打ち上げられたのは、2025 年 2

https://x-energy.com/amazon-expanding-zero-carbon-power
https://x-energy.com/seadrift
https://ntrs.nasa.gov/api/citations/20220004670/downloads/40%20kW%20Deployable%20FSP%20Paper_FINAL.pdf
https://www.nasa.gov/missions/artemis/nasas-first-flight-with-crew-important-step-on-long-term-return-to-the-moon-missions-to-mars/#:~:text=Kathryn%20Hambleton&text=The%20Artemis%20II%20test%20flight,of%20Artemis%20III%20and%20beyond.
https://www.forbes.com/sites/christopherhelman/2025/08/07/nasa-is-already-prepping-to-build-trump-a-nuclear-reactor-on-the-moon/
https://wired.jp/article/lunar-trailblazer-mission-cause-revealed/
https://trailblazer.caltech.edu/
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月 26 日午後 7 時 16 分（米東部時間）のことだった。それから約 48 分後に予定通りロケットから分離され、

午後 8 時 13 分に最初の通信が確立されている。管制室が受信した信号は正常で、ミッションは順調な滑り出

しに見えた。ところが翌日になって突然、ルナ・トレイルブレイザーからの応答が途絶える。その後の調査で

直前に受信できていた僅かなデータを解析したところ、ソーラーパネルが太陽の方向に適切に向いていなかっ

たことが明らかになった。これにより、バッテリーの電力を急速に消耗してシステムの停止に至ったことが、

ルナ・トレイルブレイザーとの双方向通信が失われた原因と考えられている。結果として管制チームは、機体

の状態を十分に診断することも、軌道修正に必要なスラスター噴射を実行することもできなくなった。 

「望んだ結末ではありませんでしたが、この経験は将来の低コスト小型衛星による革新的な科学探査のリスク

低減につながります」と、NASA 科学ミッション局で副局長を務めるニッキー・フォックスは説明する。「月面

での持続的な有人活動を見据えた重要な一歩でした」 

月面の“水の地図”を求めて 

ルナ・トレイルブレイザーのミッションは、月の表面に存在する水を高解像度で観測し、その位置や形態、量、

時間による変化を明らかにすることが目的だった。こうして月面の“水の地図”を描き出せれば、将来のロボッ

ト探査や有人探査の計画立案に役立つだけでなく、太陽系内の大気をもたない天体における水の循環を理解す

る手がかりにもなるはずだった。通信が途絶した後、世界各地の協力機関は数カ月にわたってルナ・トレイル

ブレイザーからの電波の受信を試みた。しかし、地上レーダーや光学観測で位置情報を追跡し続けて判明した

のは、ルナ・トレイルブレイザーがゆっくりと回転しながら月を離れ、すでに深宇宙へと旅立っているという

事実だった。NASA ジェット推進研究所（JPL）のプロジェクト・システムエンジニアであるアンドリュー・ク

レシュによると、ルナ・トレイルブレイザーが月の周回軌道から大きく外れた後にソーラーパネルに太陽光が

当たってバッテリーが充電され、通信機能が復活する可能性に賭けていたという。しかし、その期待も虚しく

時間の経過とともに通信可能距離を超え、やがて信号は極めて微弱になっていった。 

次世代の挑戦への礎 

ルナ・トレイルブレイザーは、カリフォルニア工科大学が科学調査と運用を統括し、JPL がシステム設計を担

当、ロッキード・マーティンが探査機の製造と統合作業を請け負ったプロジェクトだった。NASA の小型革新

型惑星探査ミッション（SIMPLEx）に選定された低コスト探査機で、Intuitive Machines による第 2 次ロボット

月着陸ミッション「IM-2」に相乗りするかたちで打ち上げられた。 

その機体には、JPL が開発した「高解像度揮発性物質および鉱物月面マッパー（HVM3）」と、英国のオックス

フォード大学が開発した「月面熱マッパー（LTM）」が搭載されていた。HVM3は水や鉱物の分布を可視化する

ための分光計で、LTMは温度データからケイ酸塩鉱物や土壌組成を解析して水分変動の要因を解明するための

装置だ。これらの技術は、NASA が今後打ち上げる「UCIS-Moon」にも搭載される予定で、より高解像度の観

測が実現することが期待されている。SIMPLEx は、リスク許容度を高く設定して管理要件を緩和することで、

革新的な探査手法を実証することを目的としている。ルナ・トレイルブレイザーは、その象徴的な試みであり、

失敗のなかにも次世代探査の芽が息づいている。短命に終わったミッションだが、技術や知見が消えることは

ない。今回の経験は、月面の水を探る挑戦の礎となるはずだ。深宇宙の静寂を漂う小さな探査機は、人類の探

究心を象徴している。（Edited by Daisuke Takimoto) 

 

https://uchubiz.com/article/new64947/         2025.08.15 13:30 塚本直樹 

ブルーオリジン、火星と地球の通信を中継する「火星通信衛星」を発表 

 米 Blue Origin（ブルーオリジン）は米国時間 8月 13 日、火星を周回しながら火星と地球の通信を中継する

衛星「Mars Telecommunications Orbiter（MTO）」を発表した。 

 MTO は他の火星探査機よりもはるかに大容量の通信帯域を提供することで、火星表面や軌道上での無人探

査、将来の有人火星探査を支援することが目的。衛星は 2028 年の打ち上げを計画している。 

 現在、火星からのほとんどのデータは、米航空宇宙局（NASA）が運用している「Mars Reconnaissance Orbiter

（MRO）」や「Mars Atmosphere and Volatile EvolutioN（MAVEN）」、欧州宇宙機関（ESA）が運用している「Trace 

Gas Orbiter（TGO）」などで通信されている。これらの宇宙機が運用を終了した場合、MTO はそのギャップを

埋めることになる。 MTO は Blue Origin のモジュラー衛星バス「Blue Ring」（ブルーリング）をベースに構

築されている。同社によれば、MTO は電気推進と化学推進を活用したハイブリッドスラスターシステムで運用

https://www.jpl.nasa.gov/news/nasas-lunar-trailblazer-moon-mission-ends/
https://wired.jp/tag/moon/
https://wired.jp/tag/water/
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され、その機動能力とミッション寿命を拡大すると説明する。 Blue Originによれば、MTO は「広域をカバー

するブロードビームに支えられた、複数の操縦可能な高速リンク」を運用する。さらに、火星低軌道に展開式

の極超短波（UHF）リレー衛星を配置することで、性能を増強できるとしている。 

MTO イメージ（出典：Blue Origin） 

関連情報 Blue Origin公式 X（旧 Twitter）アカウント投稿 Blue Originプレスリリース Space.com 

 

https://sorae.info/astronomy/20250814-alpha-centauri-a.html 

太陽系に最も近い 4.3光年先の恒星で木星サイズの太陽系外惑星候補を直接撮像か 

2025-08-142025-08-14 ソラノサキ 

太陽系に最も近い恒星系として知られる約 4.3 光年先の三重連星「ケンタウルス座アルファ星（アルファ・ケ

ンタウリ）」。 

ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）による観測を行ったところ、この星で新たに木星サイズの太陽系外

惑星が直接撮像で発見されたかもしれない……そんな研究成果が、学術誌「The Astrophysical Journal Letters」

に掲載されました。 

 

【▲ ケンタウルス座アルファ星 A（左上）を公転している可能性がある太陽系外惑星候補（右下）の想像図

（Credit: NASA, ESA, CSA, STScI, Robert L. Hurt (Caltech/IPAC)）】 

サイズは木星程度・質量は地球の 100 倍前後と推定 

惑星候補が検出されたのは、三重連星を構成する星のひとつである、太陽に似た恒星「ケンタウルス座アルフ

ァ星 A」です。NASA/JPL＝アメリカ航空宇宙局のジェット推進研究所およびカリフォルニア工科大学の

Charles Beichmanさん、カリフォルニア工科大学の博士課程学生 Aniket Sanghi さんなどが参加した研究チー

ムは、ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の中間赤外線観測装置「MIRI」を使用して、2024 年 8 月と 2025 年 2

月・4 月にケンタウルス座アルファ星 A の周辺を観測しました。その結果、2024 年 8 月の観測時に、ケンタウ

ルス座アルファ星 A から約 1.5 秒角離れた場所で何らかの天体が検出されました。この天体の中間赤外線での

明るさは、ケンタウルス座アルファ星 A と比べて 1 万分の 1 しかありません。この天体がケンタウルス座アル

ファ星 A と同じ距離にあると仮定した場合、星から約 2 天文単位（太陽から地球までの距離の約 2 倍）離れて

いることになります。綿密に計画された観測、分析結果、コンピューターモデリングをもとに、研究チームは

この天体が偶然写り込んだ遠方の銀河や太陽系内の小惑星などではなく、太陽系外惑星の可能性が高いと考え

ています。しかし、2025 年 2 月と 4月に行われた観測では、この天体は検出されませんでした。そこで、研究

https://x.com/blueorigin/status/1955405386795614666
https://www.blueorigin.com/ja-JP/news/blue-origin-mars-telecommunications-orbiter
https://www.space.com/astronomy/mars/blue-origin-pitches-new-mars-telecommunications-orbiter-for-red-planet-missions-video
https://www.crossu.org/event/uchubiz-direct2025/
https://www.crossu.org/event/uchubiz-direct2025/
https://sorae.info/astronomy/20250814-alpha-centauri-a.html
https://sorae.info/author/soranosaki
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チームは 2019 年に発表された論文（ESO＝ヨーロッパ南天天文台の超大型望遠鏡「VLT」で観測を実施したも

の）や、ケンタウルス座アルファ星 A と連星をなすもう 1 つの太陽に似た恒星「ケンタウルス座アルファ星 B」

の重力、それにジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡で得られた新しい観測データを考慮したシミュレーションを

実施。2024 年 8 月に検出された天体が 2025 年 2 月・4 月に検出されなかったのは、惑星が公転して位置が移

動し、地球から見てケンタウルス座アルファ星 A に近くなりすぎたために検出できなくなったからだと結論付

けました。 

【▲ 左：地上の望遠鏡

で撮影されたケンタウルス座アルファ星。中央：ハッブル宇宙望遠鏡（HST）が観測したケンタウルス座アル

ファ星 A（下）と同 B（上）。右：ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）の中間赤外線観測装置「MIRI」

で観測したケンタウルス座アルファ星 A の周辺、「S1」のラベルが付けられているのが検出された天体。ケン

タウルス座アルファ星 A そのものからの光はコロナグラフを使って遮られている（星の位置は★印で示されて

いる）（Credit: Science: NASA, ESA, CSA, Aniket Sanghi (Caltech), Chas Beichman (NExScI, NASA/JPL-

Caltech), Dimitri Mawet (Caltech); Image Processing: Joseph DePasquale (STScI)）】 

研究チームはこの惑星候補について、ケンタウルス座アルファ星 A から 1～2 天文単位離れた楕円軌道を公転

していて、直径は木星の 1～1.2 倍、質量は土星に近く（地球の 90～150 倍）、表面温度は約 225 ケルビン（約

マイナス 48℃）と推定しています。 

ケンタウルス座アルファ星を構成する星のうち、太陽よりも小さな赤色矮星「プロキシマ・ケンタウリ」では、

恒星の動きの変化をもとに、これまでに 3 つの惑星発見が報告されています（うち 1 つは惑星候補）。 

ケンタウルス座アルファ星 A で検出された天体が実際に惑星だった場合、恒星の明るさや動きの変化をもとに

した間接的な検出ではなく、MIRI による直接的な検出例となります。今後の観測で惑星の存在が確認されれば、

太陽系に最も近い恒星系での直接撮像による惑星の発見として記録されるだけでなく、太陽系外惑星の研究に

大きな影響を与えることでしょう。また、ケンタウルス座アルファ星を巡っては、レーザー推進で加速した超

小型の無人探査機を 20 年程度で送り込む「ブレイクスルー・スターショット（Breakthrough Starshot）」と呼

ばれる探査プロジェクトも構想されています。新たな惑星の発見は、こうしたプロジェクトにとって“追い風”

となるかもしれません。         文／ソラノサキ 編集／sorae 編集部 

関連記事 

系外惑星「プロキシマ・ケンタウリ b」は “ハビタブル” ではない？強烈な恒星風にさらされている可能性 

太陽系に最も近い恒星「プロキシマ・ケンタウリ」へのバーチャルツアー 

太陽から最も近い恒星「プロキシマ・ケンタウリ」の新たな系外惑星候補が報告される 

目標は「ケンタウルス座アルファ星」 恒星間宇宙航行に挑戦するプロジェクト 
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青森上空に激レア「流星クラスター」発生 約 1 秒間に 19 個の流れ星 
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流星クラスター。天文台の監視カメラの動画から、流星の複数の画像を重ね合わせた=2025 年 8 月 13 日午前

0 時 57 分、青森県弘前市、星と森のロマントピア天文台「銀河」提供 

 13 日未明、青森県上空で短時間に大量の流れ星が出現する「流星クラスター」が発生、青森県弘前市の「星

と森のロマントピア天文台『銀河』」が撮影に成功した。活動中のペルセウス座流星群に由来し、非常にまれな

現象とされる。天文台の SNS 投稿が大きな反響を呼んでいる。 【動画】青森の天文台が撮影に成功した「流

星クラスター」＝星と森のロマントピア天文台「銀河」撮影  天文台敷地内に設置した監視カメラがとらえた。

天文台解説員の山下諄（しゅん）さんによると、13 日午前 0 時 57 分ごろ北東から南西方向、1 秒ほどの間に

19 個が流れた。「レアな事象が見られてラッキー」と軽い気持ちで投稿、「想像以上に反響があり大変驚いた」

としている。  山下さんが投稿した X（旧ツイッター）では、14 日午後 7時現在で 302 万件の閲覧があり、

2.1 万件の「いいね」がついた。  国立天文台の渡部潤一上席教授によると、流星クラスターは、1997 年のし

し座流星群で初めて観測。「流れ星は、そのまま地球に飛びこんでくると思われたが、宇宙空間を飛んでいる間

に分裂しバラバラになるようだ。その直接的な証拠と言える」と話す。分裂する原因は分かっていないという。

これまで世界で 10 件ほどしか観測例はないという。朝日新聞社  
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